
珈　

サ
カ
ナ
世
界
と
暴
力
団
の
か
か
わ
り
は
極
め
て
深

い
ら
し
い
。
だ
が
新
聞
で
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ

と
は
ま
れ
だ
。
確
か
に
新
聞
記
者
な
ど
怖
く
て
取
材
も

容
易
で
な
か
ろ
う
。
で
あ
れ
ば
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
出
番
で
あ
る
。
鈴
木
智
彦
『
サ
カ
ナ
と
ヤ
ク
ザ
』

（
小
学
館
、
１
７
２
８
円
）
の
著
者
は
ヤ
ク
ザ
専
門
誌

の
編
集
部
に
入
っ
た
後
、
独
立
し
て
関
連
本
を
多
数
、

出
版
し
て
き
た
。
本
書
で
も
闇
の
世
界
に
接
触
す
る
一

方
、
隠
密
に
現
場
で
働
い
て
実
情
に
迫
ろ
う
と
す
る
。

　

三
陸
ア
ワ
ビ
や
北
海
道
ナ
マ
コ
の
密
猟
か
ら
、
ウ
ナ

ギ
の
国
際
密
輸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
を
追
っ
て
九
州
、
台
湾
、

香
港
へ
。
さ
ら
に
築
地
市
場
へ
の
潜
入
ル
ポ
や
暴
力
漁

港
・
銚
子
の
戦
後
史
な
ど
、
ど
こ
に
も
ヤ
ク
ザ
の
影
が

つ
き
ま
と
い
、
身
の
危
険
を
感
じ
る
こ
と
一
度
な
ら
ず
。

人
々
の
食
卓
に
魚
介
が
届
く
ま
で
に
こ
れ
ほ
ど
の
密
漁
、

乱
獲
、
暴
利
が
あ
っ
た
と
は
。
暴
力
団
の
資
金
源
に
私

た
ち
が
一
役
買
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
ア

ワ
ビ
や
ウ
ナ
ギ
は
少
し
控
え
目
に
し
よ
う
か
。

玳　

政
治
家
と
官
僚
、
ど
ち
ら
の
劣
化
が
は
な
は
だ
し

い
の
だ
ろ
う
。
政
治
家
は
選
ぶ
国
民
に
も
責
任
が
あ
り
、

昨
今
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
多
さ
か
ら
は
官
僚
の
ほ
う
が

心
配
の
度
合
い
は
高
い
気
が
す
る
。
佐
藤
優
『
官
僚
の

掟
』（
朝
日
新
書
、
８
５
３
円
）
は
日
本
の
官
僚
制
に

つ
い
て
の
明
快
な
分
析
と
と
と
も
に
、
数
多
く
の
事
例

に
よ
り
説
得
力
が
強
ま
る
の
は
著
者
な
ら
で
は
。
特
に

外
務
省
の
分
析
は
自
家
薬
籠
中
の
物
と
も
い
え
る
。
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中
で
も
第
４
章
「
第
二
官
僚
の
誕
生
」
は
重
要
で
あ

る
。
か
つ
て
は
政
治
家
と
官
僚
の
間
に
緊
張
感
が
あ
っ

た
。
政
治
家
に
知
見
と
見
識
が
あ
り
、
官
僚
も
時
に
は

直
言
し
た
。
し
か
し
昨
今
、「
経
産
省
内
閣
」
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
官
邸
に
経
産
官
僚
が
あ
ふ
れ
実
権
を
振
る
っ
て

い
る
。
他
省
庁
は
官
邸
の
威
の
前
に
ひ
れ
伏
さ
ん
ば
か

り
だ
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
治
世
と
同
様
、
総
統
（
今
、
総
理
）

と
一
心
同
体
の
官
僚
が
第
二
官
僚
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
と

似
た
時
代
に
な
っ
て
き
た
と
す
れ
ば
世
は
危
う
い
。
官

僚
の
質
は
や
は
り
政
治
次
第
な
の
だ
ろ
う
。

珎　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
カ
ー
と
は
、
億
円
単
位
の
資

金
を
運
用
す
る
金
持
ち
を
相
手
に
助
言
し
た
り
手
続
き

を
代
行
し
た
り
す
る
プ
ロ
の
こ
と
で
あ
る
。
清
武
英
利

『
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
カ
ー
』（
講
談
社
＋�
α 
文
庫
、
９

７
２
円
）
は
実
話
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
な
い
交
ぜ
に
な

っ
て
と
に
か
く
面
白
い
。
舞
台
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
。
主

人
公
は
顧
客
の
た
め
に
運
用
と
脱
税
・
節
税
を
取
り
仕

切
る
が
、
裏
切
り
、
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
ト
、
国
税
、
税
逃
れ

の
日
本
人
居
住
者
の
生
態
か
ら
逮
捕
劇
ま
で
、
海
を
越

え
た
マ
ネ
ー
の
世
界
を
縦
横
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

玻　

ス
タ
ー
リ
ン
の
独
裁
を
告
発
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ

ー
ウ
ェ
ル
の
傑
作
を
漫
画
化
し
た
石
ノ
森
章
太
郎
『
ア

ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
』（
ち
く
ま
文
庫
、
７
９
９
円
）
が

文
庫
版
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
。
悪
賢
い
豚
の
指
導
者
に

煽
動
さ
れ
た
家
畜
た
ち
の
騒
動
は
、
旧
ソ
連
に
吹
き
荒

れ
た
悲
劇
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
な
お
現
代
的
意
味
を

失
っ
て
い
な
い
。
コ
マ
割
り
、
遠
近
法
、
動
的
表
現
、
明

暗
法
な
ど
マ
ン
ガ
の
極
致
と
も
い
う
べ
き
石
ノ
森
の
技

術
の
冴
え
を
堪
能
で
き
る
。
併
録
さ
れ
た
２
編
の
短
編

マ
ン
ガ
は
怖
い
こ
と
こ
の
上
な
し
だ
。�
��（
浅
野　
純
次
）
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